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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファインダ視野内に複数の焦点検出領域をスーパーインポーズ表示する表示手段を有し
、前記焦点検出領域を任意に選択可能にする焦点検出領域手動選択モードと焦点検出領域
自動選択モードを少なくとも持つファインダ内表示装置において、
　前記表示手段を制御する表示制御手段を有し、
　前記表示制御手段は、
　前記焦点検出領域自動選択モードにおいて、第１の表示モードでスーパーインポーズ表
示させる一方、前記焦点検出領域手動選択モードにおいて、前記第１の表示モードとは異
なる第２の表示モードで、現在選択されている焦点検出領域と該焦点検出領域以外の焦点
検出領域の表示形態を異ならせて両領域ともにスーパーインポーズ表示させ、
　前記焦点検出領域自動選択モードでの合焦の際には合焦している焦点検出領域をスーパ
ーインポーズ表示させる一方、前記焦点検出領域手動選択モードでの合焦の際には選択し
ている焦点検出領域をスーパーインポーズ表示させ、該焦点検出領域以外の焦点検出領域
のスーパーインポーズ表示をさせないことを特徴とするファインダ内表示装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、現在選択されている焦点検出領域を点滅表示させ、該焦点検出領
域以外の焦点検出領域を点灯表示させることを特徴とする請求項１記載のファインダ内表
示装置。
【請求項３】
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　前記表示制御手段は、現在選択されている焦点検出領域の表示形状と、該焦点検出領域
以外の焦点検出領域の表示形状を異ならせることを特徴とする請求項１記載のファインダ
内表示装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、現在選択されている焦点検出領域の表示輝度と、該焦点検出領域
以外の焦点検出領域の表示輝度を異ならせることを特徴とする請求項１記載のファインダ
内表示装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、現在選択されている焦点検出領域の表示の色と、該焦点検出領域
以外の焦点検出領域の表示の色を異ならせることを特徴とする請求項１記載のファインダ
内表示装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、前記焦点検出領域の選択が為された後は、予め定められた時間が
経過すると前記焦点検出領域の表示を消灯することを特徴とする請求項１ないし５のいず
れかに記載のファインダ内表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ファインダ視野内に焦点検出領域をスーパーインポーズ表示する表示手段を有
するファインダ内表示装置の改良に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、複数の焦点検出領域を有するカメラ等において用いられ、選択された焦点検出
領域をファインダ視野内の被写体像に重ねて表示する所謂スーパーインポーズ表示技術が
知られている。例えば、ピント板の近傍に液晶などの透過率可変の表示素子を重ねて配置
し、ピント板上のファインダ像と表示素子の情報パターンとを重ねて観察するファインダ
内表示装置や、予めピント板上に表示すべき情報を刻印しておき、その刻印をＬＥＤ等の
光源で照明することによって視野内に情報表示するファインダ内表示装置が知られている
。
【０００３】
しかしながら、液晶などの表示素子を用いた前者のファインダ内表示装置では、液晶パネ
ルの光軸方向の位置が撮影レンズのピント板上結像位置と正確には一致せず、ファインダ
観察時の視度が若干ずれることや明快でデリケートな視感が要求される一眼レフカメラの
ファインダ光路中に常に液晶部材が存在することになり、著しいファインダ像の品位と光
量の低下を免れない。
【０００４】
また、ピント板上に予め情報を刻印しておく後者のファインダ内表示装置では、情報を表
示する位置に予め刻印をしておかなければならないため、任意の位置に情報を表示出来な
いという問題がある。更に、刻印された情報はＬＥＤ等の光源で照明され、表示されてい
ない時も常にファインダ内で視認されるため、表示情報が多くなるとファインダ視野内が
煩雑になり、ファインダ像が見づらくなるという問題もある。
【０００５】
上記の問題を解決するために、特開平７－３３３７１１号では、ファインダ光路外に複数
の光源から成るＬＥＤアレイを配置し、焦点検出装置または視線検出装置によって選択さ
れた焦点検出領域をファインダ視野内に表示するファインダ内表示装置が提案されている
。
【０００６】
近年、焦点検出を行う点が超多点化する傾向にあり、該装置によれば上記問題を解決しつ
つ超多点の焦点検出に対応した焦点検出領域の表示が可能となる。
【０００７】



(3) JP 4365925 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特開平７－３３３７１１号に提案の従来装置によれば、選択された焦点検
出領域のみをスーパーインポーズ表示しているため、焦点検出を行う点が増えるに従い、
全焦点検出領域に対し現在選択している焦点検出領域がどの位置に位置しているのかが判
りづらいと言う欠点が生じてくる。特に焦点検出領域を撮影者が任意に選択する場合、一
番端の焦点検出領域を選択したつもりが実は一つ内側の焦点検出領域を選択していたり、
焦点検出領域を移動する際に移動先の指標となるものが無いために操作にまごついてしま
うと言う問題がある。
【０００８】
（発明の目的）
本発明の目的は、誤選択することなく、スムーズに焦点検出領域の選択を行うことのでき
るファインダ内装置を提供しようとするものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明は、ファインダ視野内に複数の焦点検出領域をスー
パーインポーズ表示する表示手段を有し、前記焦点検出領域を任意に選択可能にする焦点
検出領域手動選択モードと焦点検出領域自動選択モードを少なくとも持つファインダ内表
示装置において、前記表示手段を制御する表示制御手段を有し、前記表示制御手段が、前
記焦点検出領域自動選択モードにおいて、第１の表示モードでスーパーインポーズ表示さ
せる一方、前記焦点検出領域手動選択モードにおいて、前記第１の表示モードとは異なる
第２の表示モードで、現在選択されている焦点検出領域と該焦点検出領域以外の焦点検出
領域の表示形態を異ならせて両領域ともにスーパーインポーズ表示させ、前記焦点検出領
域自動選択モードでの合焦の際には合焦している焦点検出領域をスーパーインポーズ表示
させる一方、前記焦点検出領域手動選択モードでの合焦の際には選択している焦点検出領
域をスーパーインポーズ表示させ、該焦点検出領域以外の焦点検出領域のスーパーインポ
ーズ表示をさせないファインダ内表示装置とするものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図示の実施の形態に基づいて詳細に説明する。
【００１１】
図１は本発明の実施の第１の形態に係る一眼レフカメラの概略図であり、同図において、
１は撮影レンズであり、本実施の形態では便宜上１ａ，１ｂの２枚レンズで示しているが
、実際はさらに多数のレンズから構成されていることは周知の通りである。２は主ミラー
であり、観察状態の時は撮影光路に斜設され、撮影状態時は退去される。３はサブミラー
であり、主ミラー２を透過した光束をカメラボディの下方へ向けて反射する。４はシャッ
タ、５は撮影画像を記録するための感光部材であり、銀塩フィルム或いはＣＣＤやＭＯＳ
型等の固体撮像素子あるいはビディコン等の撮像管である。６は、結像面近傍に配置され
たフィールドレンズ６ａ、反射ミラー６ｂ及び６ｃ、２次結像レンズ６ｅ、絞り６ｄ、複
数のＣＣＤから成るラインセンサ６ｆ等から構成されている周知の位相差方式の焦点検出
装置であり、図４で後述するファインダ視野内の焦点検出領域５０～９４の位置において
、被写界の４５箇所の領域を焦点検出可能なように構成されている。
【００１２】
７は撮影レンズ１の予定結像面に配置されたピント板、８はファインダ視野領域を形成す
る視野マスクである。９はファインダ光路変更用のペンタダハプリズムであり、該ペンタ
ダハプリズム９の射出面後方には、例えば可視光を透過し赤外光を反射させるダイクロイ
ックミラーから成る光分割器１０、接眼レンズ１１が配置され、ピント板７に結像された
被写体像の光束が撮影者の眼球１２に達し観察される。１３，１４は観察画面内の被写体
輝度を測定するための結像レンズと測光センサであり、結像レンズ１３はペンタダハプリ
ズム９内の反射光路を介してピント板７と測光センサ１４を共役な結像関係に位置付けて
いる。１５ａ～１５ｆは従来より一眼レフカメラ等に用いられている光源の角膜反射によ
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る反射像と瞳孔の関係から視線方向を検出するための撮影者の眼球１２を照明する光源で
あり、赤外発光ダイオードから成り、接眼レンズ１１の回りに配置されている。
【００１３】
照明された眼球像（角膜反射による虚像）は接眼レンズ１１を透過し光分割器１０で反射
され、受光レンズ１７によってＣＣＤ等の光電素子列を２次元的に配したイメージセンサ
１８上に結像される。受光レンズ１７は撮影者の眼球１２の瞳孔とイメージセンサ１８を
共役な結像関係に位置付けている。イメージセンサ１８上に結像された眼球像と光源１５
ａ～１５ｆの角膜反射による虚像の位置関係から所定のアルゴリズムで視線方向を検出す
る。
【００１４】
１９は明るい被写体の中でも視認できる赤外光を発する高輝度ＬＥＤ、２０は前記ＬＥＤ
１９と撮影者の瞳孔を共役な結像関係にして、効率よく観察者の瞳孔へ入射するための所
謂コンデンサレンズの働きをしている集光レンズである。２１は前記４５個の焦点検出領
域を複数のセグメントによりパターン化し、選択されたセグメント領域のみを光透過可能
とする電解効果型のツイステッドネマティックモード（Twisted Nematic Mode）を利用し
たＴＮ液晶表示器から成るスーパーインポーズ用ＬＣＤである。前記ＬＥＤ１９から発せ
られた光束は、集光レンズ２０、スーパーインポーズ用ＬＣＤ２１の透過セグメントを通
過し、投光レンズ２２及び可視光を透過して赤外光を反射するダイクロイックミラーから
成る光分割器１６を介し光分光器１０に達する。ここでピント板７に結像された被写体像
と透過セグメントのパターンが重ねて表示され、接眼レンズ１１を介して観察者の眼球１
２に達し、観察される。
【００１５】
２３はファインダ視野外に撮影情報を表示するためのファインダ内ＬＣＤであり、照明用
ＬＥＤ２４（Ｆ－ＬＥＤ）によって照明され、前記ＬＣＤ２３を透過した光が三角プリズ
ム２５によってファインダ内に導かれ、ファインダ視野外に表示され、撮影者は撮影情報
を知ることができる。
【００１６】
２６は撮影レンズ１内に設けた絞り、２７は絞り制御回路１１０を含む絞り駆動装置、２
８はレンズ駆動用モータ、２９は駆動ギヤ等から成るレンズ駆動部材である。３０はフォ
トカプラーであり、レンズ駆動部材２９に連動するパルス板３１の回転を検知してレンズ
焦点調節回路１０９に伝えている。焦点調節回路１０９は、この情報とカメラ側からのレ
ンズ駆動量の情報に基づいてレンズ駆動用モータ２８を所定量駆動させ、撮影レンズ１ａ
を合焦位置に移動させるようになっている。３２は公知のカメラとレンズとのインターフ
ェイスとなるマウント接点である。
【００１７】
図２は前記構成の一眼レフカメラに内蔵された電気的構成を示すブロック図であり、図１
と同一のものは同一番号を付けている。
【００１８】
カメラ本体に内蔵されたマイクロコンピュータの中央処理装置（以下、ＣＰＵと記す）１
００には、視線検出回路１０１，測光回路１０２，自動焦点検出回路１０３，信号入力回
路１０４，ＬＣＤ駆動回路１０５，ＩＲＥＤ駆動回路１０６，シャッタ制御回路１０７，
モータ制御回路１０８、及び、ＬＥＤ駆動回路１１１が接続されている。また、撮影レン
ズ１内に配置された焦点調節回路１０９，絞り制御回路１１０とは、図１で示したマウン
ト接点３２を介して信号の伝達がなされる。ＣＰＵ１００に付随したＥＥＰＲＯＭ１００
ａは、各種調整データを記憶する記憶機能を有している。
【００１９】
前記視線検出回路１０１は、イメージセンサ１８（ＣＣＤ－ＥＹＥ）からの眼球像の出力
をＡ／Ｄ変換し、この像情報をＣＰＵ１００に送信し、該ＣＰＵ１００は視線検出に必要
な眼球像の各特徴点を所定のアルゴリズムに従って抽出し、更に各特徴点の位置から撮影
者の視線を算出する。前記測光回路１０２は、測光センサ１４からの被写界の明るさに対
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応した輝度信号出力を増幅後、対数圧縮、Ａ／Ｄ変換し、各センサの被写界輝度情報とし
てＣＰＵ１００に送信する。測光センサ１４は多分割されたファインダ視野（不図示）の
各領域に対応したＳＰＣ－Ａ～ＳＰＣ－Ｏの１５のフォトダイオードから構成されている
。ラインセンサ６ｆは前述のように画面内の４５の焦点検出領域５０～９４に対応した４
５組のラインセンサＣＣＤ－１～ＣＣＤ－４５から構成される公知のＣＣＤラインセンサ
である。前記自動焦点検出回路１０３は、前記ラインセンサ６ｆにて得られた電圧をＡ／
Ｄ変換し、ＣＰＵ１００に送信する。
【００２０】
前記信号入力回路１０４には、不図示のレリーズ釦の第一ストロークでＯＮし、カメラの
測光，焦点検出，視線検出動作を開始するためのスイッチＳＷ１、レリーズ釦の第二スト
ロークでＯＮし、レリーズ動作を開始するための視線スイッチＳＷ２、カメラの撮影モー
ドを選択するために不図示のモードダイヤル内に設けられたスイッチＳＷ－Ｍ、選択され
たモードの中でさらに選択し得る設定値を選択するための不図示の電子ダイヤル内に設け
られたダイヤルスイッチＳＷ－ＤＩＡＬ、視線検出か否かを選択するための不図示の視線
ダイヤル内に設けられたスイッチＳＷ－Ｓ、焦点検出を自動で行うか否かを選択するため
ＡＭ／ＭＦ切換えスイッチスイッチＳＷ－ＡＦ／ＭＦ、焦点検出領域を自動で行うか否か
を選択するための焦点検出領域選択スイッチＳＷ－Ｋ、及び、焦点検出領域の切換えを開
始するための焦点検出領域切換えスイッチスイッチＳＷ－Ｃが接続され、これら各スイッ
チの信号が信号入力回路１０４に入力され、データバスによってＣＰＵ１００に送信され
る。
【００２１】
尚、ダイヤルスイッチＳＷ－ＤＩＡＬの状態変化の信号は信号入力回路１０４内のアップ
ダウンカウンタに入力され、電子ダイヤルの回転クリック量としてカウントされ、この値
がＣＰＵ１００に送信される。
【００２２】
前記ＬＣＤ駆動回路１０５は、スーパーインポーズ用ＬＣＤ２１，ファインダ内ＬＣＤ２
３，モニター用ＬＣＤ４４を表示駆動させるための公知の回路であり、ＣＰＵ１００から
の信号に従い、各ＬＣＤの表示内容を制御する。前記ＩＲＥＤ駆動回路１０６は、赤外発
光ダイオード（ＩＲＥＤ１５ａ～１５ｆ）を状況に応じて選択的に点灯させる。前記ＬＥ
Ｄ駆動回路１１１は、照明用ＬＥＤ２４（Ｆ－ＬＥＤ）及びスーパーインポーズ用ＬＥＤ
１９（ＳＩ－ＬＥＤ）を点灯制御する。
【００２３】
前記シャッタ制御回路１０７は、通電すると先幕を走行させるマグネットＭＧ－１と後幕
を走行させるマグネットＭＧ－２を制御し、感光部材に所定光量を露光させる。前記モー
タ制御回路１０８は、フィルムの巻き上げ、巻戻しを行うモータＭ１と主ミラー２及びシ
ャッタ４のチャージを行うモータＭ２を制御するためのものである。これらシャッタ制御
回路１０７とモータ制御回路１０８によって一連のカメラのレリーズシーケンスが行われ
る。
【００２４】
図３は、スーパーインポーズ用ＬＣＤ２１の全表示セグメントの内容を示した図である。
【００２５】
同図において、５０～９４は、焦点検出を行うための４５組のラインセンサＣＣＤ－１～
ＣＣＤ－４５に対応し、レンズ合焦時、あるいは、後述する焦点検出領域選択手段または
視線検出により選択された焦点検出領域をファインダ視野内にスーパーインポーズ表示す
るための焦点検出領域セグメントである。これらの焦点検出領域セグメントの内いずれか
がスーパーインポーズ表示されることにより、選択された焦点検出領域の確認を行える。
２１ａは前記セグメントにＬＣＤ駆動回路１０５からの信号を伝達するための不図示のプ
リント基板とのコネクト部である。
【００２６】
図４は、カメラのファインダ画面内に表示される表示内容を全て表示させた状態を示すフ
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ァインダ視野図である。
【００２７】
同図において、８は視野マスク、７ａはピント板７に形成された焦点検出領域を示す焦点
検出視野枠である。該焦点検出視野枠内には前述の焦点検出領域セグメント５０～９４が
スーパーインポーズ表示される。ファインダ視野外には合焦時に点灯する合焦マーク４０
とシャッタスピード表示部４１と絞り表示部４２、視線検出モード状態を示す視線入力マ
ーク４３が表示される。
【００２８】
図５は上記構成における一眼レフカメラの一連の動作を示すフローチャ－トであり、以下
、図４、図６及び図７を用いて説明する。
【００２９】
カメラを不作動状態から所定の撮影モードに設定すると（本実施の形態では、シャッタ優
先ＡＥに設定された場合をもとに説明する）、カメラの電源がＯＮされ（＃１００）、Ｃ
ＰＵ１００はレリーズ釦が押し込まれてスイッチＳＷ１がＯＮされるまで待機する（＃１
０１）。レリーズ釦が押し込まれ、スイッチＳＷ１がＯＮされたことを信号入力回路１０
４を介して検知すると、ＣＰＵ１００はカメラに装着されたレンズとの間で相互通信を行
い、カメラが測光や焦点検出を実行するのに必要なレンズ情報、例えば撮影レンズの開放
ＦNO. 、ベストピント位置等の情報をメモリに取り込む。また、ここで４５組のラインセ
ンサＣＣＤ－１～ＣＣＤ－４５は被写界光の蓄積動作を開始し、現時点での像ずれ量（デ
フォーカス量）を測定する（＃１０２）。
【００３０】
次に、焦点検出を行うために視線検出モードか否かの設定確認を行う（＃１０３）。視線
スイッチＳＷ－ＳがＯＮされていると視線検出の原理に基づき視線検出を実行し（＃１０
４）、撮影者の視線方向に対応した焦点検出領域を決定する。この時、ＬＣＤ駆動回路１
０５は図４のファインダ内ＬＣＤ２３の視線入力マーク４３を点灯させ、撮影者に視線検
出モードであることを知らしめる。尚、視線検出の原理については本発明とは関係ないた
め、ここでの説明は割愛する。
【００３１】
また、視線スイッチＳＷ－ＳがＯＦＦの場合は、焦点検出領域選択スイッチＳＷ－Ｋが自
動選択モードになっているか、手動選択モードになっているかの設定確認を行う（＃１０
５）。自動選択モードに設定されたならば、図６に示すように焦点検出領域５０～９４の
うち、外周部の焦点検出領域５０～５７，６６，６７，７７，７８，８７～９４を点灯表
示し、自動選択モードに設定されたことを撮影者に知らしめる。また、ファインダ視野外
の表示も焦点検出領域選択モードが自動選択モードであることが判るように、シャッタス
ピード表示部４１に［　］の表示を、絞り表示部４２にＡＦ（オートフォーカス）の表示
を、それぞれ行う。そして、所定時間経過後、前記焦点検出領域及びファインダ視野外の
表示を消する。
【００３２】
前記自動選択モードでは、前記４５個の焦点検出領域における像ずれ量を基に、焦点検出
領域自動選択サブルーチン（＃１０６）によって特定の焦点検出領域を選択する。焦点検
出領域自動選択のアルゴリズムとしてはいくつかの方法が考えられるが、多点ＡＦカメラ
では公知となっている中央焦点検出領域に重み付けを置いた近点優先アルゴリズムが有効
である。一方、焦点検出領域選択スイッチＳＷ－Ｋが手動選択モードになっていれば、焦
点検出領域手動選択モードに入り（＃１０７）、撮影者による任意の焦点検出領域への切
換えが可能となる。焦点検出領域の切換えは焦点検出領域切換えスイッチＳＷ－Ｃをオン
にし（＃１１６）、撮影者が電子ダイヤルを操作することでこれに応答してダイヤルスイ
ッチＳＷ－ＤＩＡＬが状態変化し、この信号により該焦点検出領域の位置を１個づづ順次
変えることができ、撮影者は焦点検出領域４５個の内の１個を任意に選択することが可能
となる（＃１１７）。
【００３３】
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尚、焦点検出領域手動選択モードを選択し、焦点検出領域切換えスイッチＳＷ－Ｃがオン
されているときは、図７に示すように現在選択されている焦点検出領域のみ点滅表示とし
、他の焦点検出領域は点灯表示とすることで、全焦点検出領域に対する現在選択されてい
る焦点検出領域の位置を把握できるようにしている。また、ファインダ視野外の表示も焦
点検出領域選択モードが手動選択モードであることが判るように、シャッタスピード表示
部４１にＳＥＬの表示を、絞り表示部４２にＡＦの表示を、それぞれ行う。そして、所定
時間経過後、前記焦点検出領域及びファインダ視野外の表示を消する。
【００３４】
また、焦点検出領域切換えスイッチＳＷ－Ｃ及びダイヤルスイッチＳＷ－ＤＩＡＬの状態
変化の信号が入力されないときは、今まで選択されていた焦点検出領域となる。
【００３５】
上記のカメラ任せの自動選択、あるいは撮影者の手動入力、あるいは視線検出による選択
によって、焦点検出領域が確定する（＃１０８）。
【００３６】
次に、確定された焦点検出領域において、自動焦点検出回路１０３は焦点検出演算を行い
、焦点検出可能であるか否かを判定し（＃１０９）、不能であればＣＰＵ１００はＬＣＤ
駆動回路１０５に信号を送って図４のファインダ内ＬＣＤ２３の合焦マーク４０を点滅さ
せ、焦点検出がＮＧであることを撮影者に警告する。一方、焦点検出が可能であり、所定
のアルゴリズムで選択された焦点検出領域または視線検出により選択された焦点検出領域
、または、手動で選択した焦点検出領域の焦点調節状態が合焦でなければ、ＣＰＵ１００
はレンズ焦点調節回路１０９に信号を送って所定量撮影レンズ１を駆動させる（＃１１０
）。
【００３７】
レンズ駆動後は、撮影レンズ１が合焦しているか否かの判定を行う（＃１１１）。所定の
焦点検出領域において撮影レンズ１が合焦していたならば、ＣＰＵ１００はＬＣＤ駆動回
路１０５に信号を送ってスーパーインポーズ用ＬＣＤ２１及びファインダ内ＬＣＤ２３の
制御を行い、さらにＬＥＤ駆動回路１１１にも信号を送って、Ｆ－ＬＥＤ２４及びＳＩ－
ＬＥＤ１９を点灯させることによってそれぞれ、図４中の合焦マーク４０及び焦点検出領
域自動選択モードを選択時は合焦している焦点検出領域５０～９４の少なくとも一つ以上
を、焦点検出領域手動選択モード及び視線検出モード時は、選択されている焦点検出領域
をスーパーインポーズ表示することによって、撮影レンズが合焦状態にあることと、合焦
している焦点検出領域の位置を撮影者に知らしめる。また同時に、ＣＰＵ１００は測光回
路１０２に信号を送信して測光を行わせる（＃１１２）。
【００３８】
次に、撮影者が該焦点検出領域位置でのピント状態と測光値を容認しているか否かの判定
をスイッチＳＷ１のＯＮ，ＯＦＦで判定し（＃１１３）、さらにレリーズ釦が押し込まれ
てスイッチＳＷ２がＯＮされているかどうかの判定を行い、スイッチＳＷ２がＯＦＦ状態
であれば再びスイッチＳＷ１の状態の確認を行う（＃１１４）。また、スイッチＳＷ２が
ＯＮされたならばＣＰＵ１００はシャッタ制御回路１０７，モータ制御回路１０８，絞り
駆動回路１１０にそれぞれ信号を送信する。具体的には、まずモータＭ２に通電し、主ミ
ラー２をアップさせ、絞り２６を絞り込んだ後、マグネットＭＧ１に通電してシャッタ４
の先幕を開放する。絞り２６の絞り値及びシャッタ４のシャッタスピードは、前記測光回
路１０２にて検知された露出値とフィルム５の感度から決定される。所定のシャッタ秒時
経過後、マグネットＭＧ２に通電し、前記シャッタ４の後幕を閉じる。フィルム５への露
光が終了すると、前記モータＭ２に再度通電し、ミラーダウン，シャッタチャージを行う
と共にモータＭ１にも通電し、フィルムの１駒送りを行い、一連のシャッタレリーズシー
ケンスの動作が終了する（＃１１５）。その後、カメラは再びスイッチＳＷ１がＯＮされ
るまで待機する（＃１０１）。
【００３９】
（実施の第２の形態）
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上記実施の第１の形態では、焦点検出領域手動選択時に全焦点検出領域に対して現在選択
されている焦点検出領域の位置を撮影者に把握させるようにするため、撮影者により選択
されている焦点検出領域のみを点滅表示とし、他の焦点検出領域は点灯表示とするように
しているが、本発明の実施の第２の形態においては、選択されている焦点検出領域と他の
焦点検出領域の形状を異ならせることにより、現在選択されている焦点検出領域の位置を
撮影者に把握させきるようにするものである。
【００４０】
図８に、スーパーインポーズ用ＬＣＤ２１の全表示セグメントの内容を示す。
【００４１】
１５０～１９４は焦点検出を行うための４５組のラインセンサＣＣＤ－１～ＣＣＤ－４５
に対応し、レンズ合焦時、あるいは、焦点検出点選択手段または視線検出により選択され
た焦点検出領域をファインダ視野内にスーパーインポーズ表示するための焦点検出領域セ
グメントである。これらの焦点検出領域セグメントの内いずれかががスーパーインポーズ
表示されることにより、選択された焦点検出領域の確認を行えることになる。また、前記
１５０～１９４の個々の焦点検出領域セグメントは１９４ａ，１９４ｂに示すように二重
枠から形成されている。
【００４２】
２１ａは前記セグメントにＬＣＤ駆動回路１０５からの信号を伝達するための不図示のプ
リント基板とのコネクト部である。
【００４３】
図９は、焦点検出領域手動選択モード時にファインダ画面内に表示される表示内容を示し
たファインダ視野図である。
【００４４】
８は視野マスク、７ａはピント板７に形成された焦点検出領域を示す焦点検出視野枠であ
る。該焦点検出視野枠内には現在選択されている焦点検出領域（ここでは一例として１９
４の焦点検出領域が選択されている状態を示す）と他の焦点検出領域が表示される。現在
選択されている焦点検出領域は１９４ａと１９４ｂのセグメントを点灯させることで二重
枠で表示し、他の焦点検出領域は二重枠のセグメントの内どちらか一方のセグメントのみ
を点灯させることで、全焦点検出領域に対する現在選択されている焦点検出領域の位置を
撮影者に把握させるようにしている。
【００４５】
また、ファインダ視野外の表示も焦点検出領域選択モードが手動選択モードであることが
判るように、シャッタスピード表示部４１にＳＥＬの表示を、絞り表示部４２にＡＦの表
示を、それぞれ行う。そして、所定時間経過後、前記焦点検出領域及びファインダ視野外
の表示を消する。
【００４６】
なお、この実施の第２の形態では、一例として二重枠と一重枠の形状の違いで現在選択さ
れている焦点検出領域の位置を把握できるようにしているが、形状はこれに限定されるも
のではなく、円形等差別化できる形状であれば同様に適用できるものである。
【００４７】
上記以外のカメラの構成や動作は、上記実施の第１の形態と同一のため、その説明は割愛
する。
【００４８】
（実施の第３の形態）
上記実施の第１及び第２の形態では、焦点検出領域のスーパーインポーズ表示を、高輝度
ＬＥＤ１９，集光レンズ２０，複数のセグメントをパターン化したＬＣＤ２１により行っ
ていたが、本発明の実施の第３の形態においては、これに代え、図１０に示す様に、４５
点の焦点検出領域に対応した４５個のＬＥＤを平面上に配列したＬＥＤアレイ２００を用
いるようにしている。
【００４９】
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レンズ合焦時、あるいは、焦点検出点選択手段または視線検出により選択された焦点検出
領域に対応したＬＥＤが、ＬＥＤ駆動回路１１１により入力ピン２００ａに電圧が印加さ
れて点灯し、ファインダ視野内にスーパーインポーズ表示される。前記ＬＥＤアレイ２０
０は光源が各々独立しているため、焦点検出領域手動選択モード時の全焦点検出領域に対
する現在選択されている焦点検出領域の位置を撮影者に把握させる手段として、現在選択
されている焦点検出領域の輝度と他の焦点検出領域の輝度を異ならせる、あるいはＬＥＤ
アレイ２００の個々のＬＥＤを多色ＬＥＤとし、現在選択されている焦点検出領域の色と
他の焦点検出領域の色を異ならせるといったことが考えられる。
【００５０】
上記以外のカメラの構成や動作は上記実施の第１の形態と同一のため、ここではその説明
は割愛する。
【００５１】
（変形例）
上記実施の第１の形態～第３の形態では、焦点検出領域を４５点で説明しているが、この
４５点以上であっても以下であっても良い。
【００５２】
また、レンズのデフォーカス量を得る為の焦点検出領域をファインダ内に表示する例を示
しているが、カメラと被写体との距離を測定する為の測距領域に適用するようにしても良
い。
【００５３】
また、一眼レフカメラに適用した例を述べているが、その他のカメラや、カメラ以外の情
報検出用の領域を表示する機能を有する光学装置への適用も可能である。
【００５４】
また、ファインダ視野内にスーパーインポーズにより表示する例を示しているが、これに
限定されるものではない。
【００５５】
また、実施の第１の形態では、現在選択されている焦点検出領域を点滅表示とし、他の焦
点検出領域を点灯表示としているが、逆であっても良い。
【００５６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、誤選択することなく、スムーズに焦点検出領域の
選択を行うことができるファインダ内表示装置を提供できるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の第１の形態に係るカメラの概略を示す構成図である。
【図２】図１のカメラの回路構成を示すブロック図である。
【図３】図１のカメラにおけるスーパーインポーズ用ＬＣＤの全表示セグメントを示す図
である。
【図４】図１のカメラにおけるファインダ視野内の表示内容を全て点灯させた状態を示す
図である。
【図５】図１のカメラ全体の動作を示すフローチャートである。
【図６】図１のカメラにおける焦点検出領域自動選択モード時のファインダ視野内の表示
内容を示す図である。
【図７】本発明の実施の第２の形態に係るカメラにおける焦点検出領域手動選択モード時
のファインダ視野内での表示内容を示す図である。
【図８】本発明の実施の第２の形態に係るカメラにおけるスーパーインポーズ用ＬＣＤの
全表示セグメントである。
【図９】本発明の実施の第２の形態係るカメラにおける焦点検出領域手動選択モード時の
ファインダ視野内の表示内容を示す図である。
【図１０】本発明の実施の第３の形態に係るＬＥＤアレイの発光表示部材を示す斜視図で
ある。
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【符号の説明】
１　　　撮影レンズ
６　　　焦点検出装置
１２　　眼球
１９　　高輝度ＬＥＤ
２１　　スーパーインポーズ用ＬＣＤ
２３　　ファインダ内ＬＣＤ
２４　　照明用ＬＥＤ
５０～９４，１５０～１９４　焦点検出領域セグメント
２００　ＬＥＤアレイ

【図１】 【図２】
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